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ユト廿 セ ル t'-1は火野･七 ･̂EZり苛 の主成分と
して工粟的に土4yL化合鞄でもろが,そのtL品は嶺め
てSJ火し易く時 火々災7Patを起し芙生すろBLDl府下

故を起すことも少く1_い｡-トutJL･--1の触 ･j=

朗如こ萌すろ化学的の研史l棚 少い.本訪死は常

圧及びより祐王l=肘 ナろ･Lr〇七ん--_3<他 生En
の血椴をyJかにしたものである.,

皿 常圧鮒 生皮鰍 こついて

こト1'七JL･甘-ズは空中'C点火すると焔を確して性

巣釣に放 す,-}ため多Jtの悠乾生成歳を挑兆すろこと

が苑E5.1_凹澄なはかl)でTLく危辞を伴う,撚るにHa男

を遠出なJS化用で書生化させたものを粒状rこ喰噸 し.追

式を担って常五mニー耕 一らfか に伽 させると多血

の白tm,発生しつつ蛙かに分解する｡このIモEP)Gト
t'七 ･̂I-ズ拡姓増はや告に多血摘ZtEが軸 である｡

突53にbFlHした試桝 ..軸 部准び'ASEAIとしてナ7-
クを/入れた艶的事を犬◆Tt トンでjS化し色相こした
ものである｡常EE鮒 韮JiE杓として･Xの芥吐物fEお経
包又は的旺してJCの杯b:を附かにした.(光り

gi
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は I rh Fl 巾,音
F 少,昇 一

◆ 多,可 少招

･ EL A･■ ■

+ 3,,碍 3･,羅

ビ If ン ◆ 魚,碍 書,羅

≡;:'ミン艮 ル 佃 ) ナシ や

甘皮カA-Z,サム ･ ナン 少,キ

細 ヵ ･̂Z,ウエ ･. ナ5･ 少.it

ガ三 井 ･ ri･.仔 El･,il
【托) (I)与 一丈,車 中Ji,少 少Jt,tt や壬
の吟｡(2)上L!aHl王政ZZ.Xは官正したLDで辞に
串蜘 かこJ=輔の称t附した｡(3)JT荘lこAI邪の然

分伽の扮lこ神化oZB妙られているiHll='和tF11し
た｡ ''EDは-トF't JL･｡-ズ･>hAl生破けでT.･い
と患われる■

杜革各班独文炎 の々合7IJtの'jE丑的対定は蜘姐でも

()･又触 句の加何 体の軟度は弥 J:男釧 JひてiiI定
することは不可値であったb:,何れも桃 である｡

綿製小のナ'-クの和.%こ上るユトt,セル1,-ズ分AB

; 生成物の威服 火は殆ど!eめらLLl.Lい｡一拍‥ -タ入

l)の胡合にはカJLrメi/Rt,伽 .鮒 等のhルシウ

馴 t環指粥 望,_,芙 ふ地相 碓 するがナレ クレスの抑 二は岬 の棚
l ,I, カ;縦 し1=い.

* 多 多

rlI rlr

少 少

･ た,確 fL

p や,領 巾,秤

(iN) 多,確 ･ 多,確

* 少,希 少.句

+ 少,柘 ry.柘
･ n P

少 少

◆ 一 少

(11 多,確 小.a

ニトFt ･̂Lレ ズの常臣鰍 に摂して峯六の梓だし

ない甘合にはr･)20タ''にiEh.'T(Oが月生し Oゞ三の発

生を.･全く良め1=い"T(Oeはさ苅Fl.の胤託と舷合して=

納 二川来るものと喝えらかろ.その規の1:成分は約
8D-90,T･'の CO.No.･<02,H?,･＼℡及び柵㍑な約
02J'Lの棚 とLXめて少壮の粘 性のTJL.デ= ･,初

勘 等の柵 S･合ん1二的 loT.'の水蕪軸 .らLJl);!て
LLろqス成分でもろ｡従ってセルE･イドの悦vA小
母の脊合には XO又は >'Of.CO のほZ>にサボも相

当大きT_'野書tpもっていろものとP.われろ｡

美 点

(1) 伍組 の発生及び粗槻

y;汝紐 は ^ EJPt･ttel等が水村頓の境か計



lJTいやil卜 tl川 エトロセル7-ズのt5洪H刈{批て 255
死なしたI鮎K,桝 として衣の如きものを工夫した｡ 特性架トタップ Uを功し〝,瑚nt抄】二を也L:て衣
(白日) 倣〝スを故‖け ち｡

(2) 托 和

訳.q火宅の性状 叔 軌こ川いt.火頚は硯t一発をT

-_･f-II-㍗ ,:_'夏 :-i･-;=: : 三 ･ I聾輪軍の牲文は-Xの如(でもろ.

牢Jt的 31のdスk与つロ7クスコ(A)の上帯に

77英武断 XP位相 をつ.テる.石英腎の庭石を電柵 t,加焦し加熱

温技は入ナ1rツクスで詳帯する｡榊 軒の下市に･I囚Q)孔をあけて勧 ;

7タ>ヨ内にはろよう1こする｡的は上部の⊃ブタを招けてT;英許

BB町内に投入し紬 甘内の脚 の加革許分に接せさせて-BibLら伽 させろ｡他のnに水虫▼ノ
,-9-をつけて伽 空

-JJをEれ空に作ち脚 の板野E)には小型フクスつを4(つけて ^ 内の鮒 液休を捕耶する.那 捌'W"･

･目蓋,h筋管笥L>)t,',J-3¢9 日830cc2
0.36 02B OI2 J?7(ZI)落書glにTA･⊃- ･̂ 4cc.1-′JL･eOcE 0

771秒=月する寸l弔2gの称MIEICnFdrは HミSO一之してD '･であるoTJL･hI哩はt拙文朴 二村LCaC

Cbとしての,'.(3)~放 生域雅の分*団Ⅰの純茶25に禿められた脚 B:成柑 三人+片丑すると柑

こ液ttこ柚矧王分冊に上って杏成分に分けHChTI'_ B̂CH として.TJt,T

とrナyI81は デ 与IL廿フA- ･̂ヒrタブンとして,イJ汲Ⅷま先4(,+A一+也と

して.ビyタンはピタレートとして蝕施し,三のE)には淡水を相羽させた椅郵券をif転し FIにiFB ･T(0

,Plo.･は y ツ▲AJt,Tlン{･軌11した.3印 の抵Jj!LLTにMtl･riaftOJい タップ C及びJqH謝 冷却 梨を,まとめると炎2の如くであろ.

YTL ll tさや 甘 ■t1JS相
好化弘細野 払娘牡 lkg PJ2L'ナ7-ク人 世*t

3kg持 寄 要撃菅に 立 成 分 ;乙津吉 苦学!'
= 土 成(1 3 ) (,-.)牡 鹿 E" E 27, 27雄 圭戸立蒜 :品ふんデヒ 59･S ･98 X

と#()､柑 ),C爪也A ..- 野点- 5 I薄 節 季摘 ･6lZ 水,甘nI

,I/1̂ ,ムT･ft=r,蛾LQt,rLl虎,･qr献



衣 3 兼 Ltlガ

峻 a CO :<O

J5 'と 包 4 顎 ÷2.6627÷4
臥｣1.(ナ7一夕人) 37･8 217

(･I) Httの比丘

倒 1の A と F をiW させて均実Z'L甫言下にIjt六

を担って他 言tt乾生するn句の-ちと丑JitLZrLした｡
)三の溶血 2.460ccでもろ｡採可的 和む一敗 放肝T'

ろと白増は完全に沈持し rTの朕部に淡l如:翻る｡諾

7tを祖L:て 1-,内のガ九を:岩全にy=Piと批換して符Ji

L,白t軌E討.液の租 を決めろ｡欣度は N/]0:ヾ.10H

で批ilした｡1ルオールを加へて議潤い鮒日永//>なiEl

'ilして水/JTとしたt,題 Zの Jlの部分の成分分書の府

には憶rllの水分は旅とZi'Flに完全に川鍋されC以I.'の

分 析 や (*iIが)

CO! HI Hf CnHTn CH-

8.9-1 9.78 8も■ II4 3_小

i3.5 891 911 317 378

端役惣 巾には輪と存在しない｡n中の水分は全句
威かflの水分と見61さ)地 中的Iu.の冥Ja班とよく一
丑している｡又触 したEl他に水 】O･Lct:な加えその

一部 5ccを川ひて確稲鮒 蛙で ĝZtEOiをJuひて

HC_Yを放 した｡内債FTlにほ杓 15-27''の榊 を

合付する｡q]ち輪茄に対し02-03タ''に川uする｡

叫 禁 物 ;;≡;I:'f芸芸:三芸と;:,',:,:'153
苅Liに白眉と水冷Lp棚 及び州4L洲 吟Jj)鵬
との純綿を/示す.

苧TL',ff桝(･l')XlPciKh-55,･r)も朋'=ilする 耶 一二肘 も 畑 に-JすらliCXt,I.) H=0･%) ll,O'',l

●1 143 3.49

- .∴ 元 .二 '

JE ホ圧舶 生成物について

1打言下の仇 こねて馳 uAのmE&が如何に文ちか
を死罰した｡正宏の実JB的 ･らすLLは一トptA･t･

-1の荊q:鰍 k峻嶺はCO.COL.-T(チ.Ht,CH.等

のみ等LfらLLておl)楓 ヒnLこ放ろLEJRdスのM の
r)

射 bこWては ^_T･'oble.F Abe一,SJITmTl及VLel】e

呼の姥f抄;もろ｡ここではケル･J7珊rntX甥おに仏lJ
て柄q:トの火繋地他姓成掛こfT放即し1.:｡岨目したBC
抑 +_T七Iンのみで防化成Bした弧的'J;である｡タJt･

ツ'J柵m雌プe市は火～iで.1'(火+ろ故撫他 三成物小に舶

也火哨iEl.伽 がiJi入することは救けちれなt｡従って
JCの衣桁 托及びu刈1りこK及 S の化[幼 女見川し

た｡他 日&物E._髄 iliP技にri山したもの't･勿it5

放棺の出盛肋とは化学やniの瓶 l_紛 JCの払嘘もA

ろことはul榊 に抗って,荒されてい ろ｡+iL'&研究
に仏JJ次のことは明らかとなった.ZE力 刀〇一･2OCO

kgJ¢rl三V.範Pho!}欝では ･;トロt JL･t･-ズrt満と

:詮 に分辞し甘ET-の地 に見られろ如きL僧劫ZZの

存租 亡兄となく肘 ･に見られろさく0 も雌 蝶であ

る｡■】的lLは0･IT''i2資でもろが常洲 では見られ

1.'かつたy'HIの見失を托aLb 比の絶賛の生の

:<Jもの存在は相当戦く舟を舶 ナろもので現在まで
の3Y軌 二はAIJIL経ないLPJXである｡tr.1瀬.gL比ZEに伐
ち触 生成q3Lの転成即 ヒは人叫 _TiobltのyEZt.=一

五してlろ.*PF死でfVられたことは_Aトuモ ルロ _

】49 02i3 72.7Z l039

,:≡ :: jo2,7 諾" :領1.-9

ズの常五分拙 攻搬土赦珪{･もろのにttL苑監珊 ik
成功はTルカ日生であることが冴Lt･題である.R5

に杜の分析戒分を,′lてす｡土卜Tt Jt･ヨー1分辞世成功

は ｢1f｣で′1J;してもり,箆は異色火茄火TTJT,はえ生
成書知でもろ｡

'R 5
d_ 丘 ;一 E& 分

器警官君宕語■当 だ /,.C& ,,,zl一･･･CIL-

ガ ス 〈SOnl,I,CHO蛮 蝕 で.Ili.I.C'.Hm

美 点

Ft軌 三船とPH;,タル11軒 駅爆発ZFはJgl2の如

きものでM は02とした｡常は且虫7rC.I7'.色火

器 】5g よりなる｡
鮒 渦 に附暮 の】1タを用いてUスを故山する｡

哉出Vスは_5色透明で tliS及び規臭う:あOvスBttu

後姪をWくと白蟻もり醜 ICHl及びH串Jt畠:LX
RをfI牡する｡雌花℡内の榔 護は生新蛤で玖耶り姻

･醍Ll二｡

肋 D分析-JA発桝 の抑 津を斗朋し祉中を乾

妓すれば.Jfl.抱巴Q)鮒 末を柑ろ｡比の中にはは兄



掛二伸MLI=-チ?.ly廿も一部含まれていろ｡触
すれば一部搬 して自t5陣地でろ｡熊At･決裁rろと

田 2

hLlAE▼■tT

ビAlン q

A舶 ル艶 母か qTJらLL小姓でRh=比り発起すら｡CI耶色笥
刃ミは府に絞り多血の祈ttを発3上して大柳.Tqナろ｡
穂榔攻に してFaイ*ンFe'-▲,Ctl'',Zn‥.

Cat,
を1剣山し蛤1ナンとしてCOl'′,
SO/'を兄畑しわ

何f?▲4̂･TIy地暇で牧山したが
XO{は存在

しr=かつfL.
州を石斧伊IlでZEJSして油長Q)1=く1=
った捷FBWで分析水泳LeI化jIと共に1了英甘■llで灼
焦して如KスとしてCの存在を粥かこした.,付舛科を撫するもSO
.･
はtuLLなかった｡
hkと搬

水にとかして.トt･ノ■JL･レクr:(.

1及び洗脱 で旺少の S'を故川した｡排 護の分析 収軒l茂のJt

nは鞍々 IC5-日 程度で骨Ef澗 lこ駁しては淵 560C附近'Cある粥†(

ちに上井して 冊-ICO'CでiFF川する.水上l-_として無為榊 .らなり桃 の淡体tll碓 しても包めて僅少で

ある｡PIHコは椴 と丁スターR質で輸出した｡前納
はテン･84TTルカサ作でT3イ*ンとしではCO

I′′のみL{･あろ｡#1珊践誠は白色でg弛淡が少

於 まれてい脈管t2相2-3醜鰍桝 …抑脚脚叫肌即諾潤

aSOOO00霊加珊棚減COl̀′とLLflTしていろTJtJカI辞より打17:した桃

lX中のK$01-及び SO/'を鮒 パーサ▲としてiI放しLf占0̀ としてir3

1した世は夫の如くでも ろ.弘 t 貸漂 う… 班 ■誓 紙 栗で(ど
) (kĝ ･lT･t) (mg) (.ng)2∞ ○【0 742 2]98

3cc 944 IP Z 22-I2

4CO I.317 J,JH0 237

.65CO IrEIクも lP72 2210 ろ｡之九をTJL･コールで矧 出しTJ

L･3-JL･抽Iu沫中上I)K√05'CIT(S',ち′′,Chl′及び付根細江を負rL
Jした'111柚としてはTA17- ･̂拙Jl謙

･fll二枚生含有ナろが柵 に珊■十 ろことはlu来

なかった｡牡莞n三男に用いた･Lタフ一ンtrの分柵 の如きもの

も拝托すろ上iでもろ｡馳 匹が-El故に生じ共の鎖glLiP韓に

上り速究してZt々 珊 守をぬ机した｡又fユ ト丁711J

L･L=rクfンに伐る孜や,比婆艮尾臣をUlくとUを,軌那 ~

る拍FのIIqf上叫 招IT ･̂T-trか 秋 と嘘推巾

に触 乍ら併任ナろここは瀞 出来ろ｡Tん1-ル拙 u

現法からK',C:<′,_Tt.'O{,.10}',CO{',SO.〟,S鵡 '′をtMIIした｡-川の爆見返辿
+=比り持ちlLJ-.槻 IiI寸2C∝'C触 込)

壬,合して分析した｡鼓夷色のJTソtこ丁臭の臥 ･TJLカI椎の活で

ある.瓜に依り苅tt生し由:私昆比ELを思す｡

iTfよく故現すちと粒 形のKS0,と書色
針号W 血の Kさ0.を析川した｡X'Hつの生成 三三

位 火茄よりT4･-i:たものと知 られろのて蜘 Q)成分を
朋 に仏ろ封 ヒ(印ち分解重力のせ化Iと共1こIXの

hくして'BBしたBタル 7棚 鷲手は通信舶 0.2で増
し之れ且

上の男丘では危魚で.-)るので -0.2以下て鰍 をffつ1=｡琴

丘 50gで揮発髄 させると船 は舞t'なく和地川東な い｡耕 丑では雅史l00-50

0 g(,1004-02).申ち弘耽875匹))t して 3
CO-2∝Pkg cm 亡の近頚で行った｡細 は相ej炎
色で摘,vT.萌として1ロム+Jt- ･̂1yユー P

H 160-76)をtf)い歩く舟JCCを Zh-HClで



譲は極少丑であった｡ この小には M13を含む,.TC0

はヂ7ェLル7号ン㈱ 脈流,a-ナフナルTミン液二等
で鰍l=_たが･殆どLb掛二止った｡11に放Ltlyスを侍T
ルカy講に憩牧させてl什性Uよをr･捕捉LIl占.Cq′′,

C-T(′を結施 した｡:ヾ0{,･TtO(,SO/′,SO′′の僻
は包められない｡ T ･̂カy吸収液lHこCh'′を故tJIし

たので HCS'か 【C.T<)王でもろかを区肝 ｢ろため
⊃l

WaitLS,Rhodesの方法でEMlL (C.Tl-)壬が存在する

ことを明らかにした｡HC.N はSBめられなかった｡餌
■)

政の外T-t=ナレンは IIASVZlyの法で快Zllしたが#:荏

を匹かf.SOeはIlr水にiaL;て水肘EJり ケLでth
出したが!鼻められなかった｡】t他ガスを玲神Jタノー
ル中に硬軟させて壬再挨したが これからChT′を軌lけ

ろと共に24fiトt'7.J_lルtr'タ′ンとしでtW
の CHP を庵注した｡;たに生成qス1+_邦の-部をy
ス措項2新二採lJCO,CCh H℡,X-E,CHJ,不Bl7t収

化大束は通常のKス分析 に位l)定生し-T]H',Hさ,
(C二()=は別 に々走出したD T=′モこT丑は横に一定

丑のガスを現収させて連詩滋で決起した｡芳丑2COg
(分塀ft高富力 粥Okdt:mt)の時のyス中のT:′モ-

7台土はOO】3であった｡11串 は沃鵬 小に玖放させ

て :<n釣 で道議定して決めた｡笛丑 2COg (分解

食滞gfCOkg/crrLt)で 02),I;,5COだ (分解ttiCSE
lre26kg･'cTnZ)で 0】3!･'である｡(C･Ti)!ほ Feld法
L=鋲L) 上･leSOl,KOH 液に吸収させ .tlgCIzで中和

複 HgCl:で HC:(として XOH に甜E!LAgX'03

で K7を綿云芯として'id した｡荘丑 2ccg(分相

謁富力 と00 kg/I:Tn亡)の時 0012,''',茄丑 5ccg(分解
ielg リ326kglcmt)の時 OOlO,''''t･あった｡印'･?結

滞 Nス中には的OO;,'''内外のTンJeこT,Ol-02,-''

の H占 及び ooけ''私憤の (C:ヾ)± ガスを含イけ ろ｡
筒主成分の〝ス組成は次の如くであろ｡ITi性TJL･カリ

に後攻される fl述.(C:i)E等はけL少なろ故全て COさ

として表わした｡

態鍵分解
ll■.I;
(kglCmf)
),828

キF を 比 (,'J)

CO COとJltLTIZCHJCIIHm X0
36319.1295 76 L)) 09 -

)Jj7 398】60299 86 SO H

9J,4 394Z5.i303]05 33 1)

6CO 396112323108 28 】2 -

308 399日3299日3 30 】〇 一

(常JE 3･43日.9】22 05 37 lb275)

凍分析に於ては帯FLIは確執 の速射 王at睦にして鮭

B!させたもの故紫脚 の小さい時と大きい時とで鼻

分担成に監艶がもろと思われるが,馳 三成ガスの掛
=)

成変化は .T(obleの曲栓に放し多少合有且の蓋はある

那,成分の渡少相加の陵内は-丑していろ｡

TT 中庄棚 生成物.r=つし､て

式に花正と政正の巾T;A5-]00kdcm亡に放ける億成
御こり矧 こX'0 と ITIHlと現生嘘馬梓を織71したd
嘘棚 方をユl-･/-Iyがン1内で払鯉させると同一

圧力の勝 でもqt川uスの軌戒とzNyナ付 こ現存する
ガスの払成とのrinlこ常しい盤弘をSBめた｡

放iLI4_破けのガスfL威
圧 1) 机 成 (* t 比 !'')

OLdc7ntJCO IT(0 CO.I【ZZlTI亡 Cnllm CH1
5 22301226?]3 - - ]28 -
50 2789 33TSe41309E85816.12 537

1CO 4230 3212.032072622 672 757

J=I己のX:牲Z(Jl嘘桁

(kZEglcml!)･1'H･X-0 (Cht)t HCゞ CH=Cr' 賢哲

5 ∈) ◎ ⑳ ⑳ e ⑳

SO CE跡 ⑳e e e) 9

lCO 9 ㊦e a 0 Pt払

(戟) 忠 は7F裾t蔀･し.(∋はTf准Ll_･いことt示
す｡

出女はの近地P正nのKスbl成

圧 力 JIL 戚 (fF壮 Itガ)

(kdcmり CO :(0 CO: H三 叫 CTICm CIl.
50 3174]89158727ljO7 1548 337

上記ガス内の嘘分尖性一べ投

(kJEg,C.nll)i.HnXO (Cy)亡 HC･t.CH'-CH 賢だ
50 ⑳ ⑳e 0 e) 爪7.6

100 ⑳ ⑬O e e gE捗

q]ち .TtO はE'JJの析加 とJu=瀕少し >'H)は敬柾

ではあるが.正IJ]の相加とJt-に竹火する伸rlJl】がある｡

イT横手如ミ附 くは脱鵜でHiと分解していろ｡向-圧

力で働 しても放川 uスの組成FIlの NOはポンプに
或1(･するuAに比べて轟かに火であL),逗LこXH事態
はボン1頸椎Vよの77が多い｡

伝抽械 証 的察tal50cc のェローJJ')ンi'yl

を州して火野を他姓させガクス屯の 25)察丑のUス

胡g!器を川いて内部を91基にして地 中の一部及

び励 淡のポンプl～の〝ス探Iiして分析した｡ 5-】O

kg/err)e附迫の触 句は談染色を?..し暗鬼を才け ろが

対戦奥はあまI)戦くない｡ 於放牧の鮎狂的のd･xは
.NHJ具現く比の臭坑は炎廿の冷却と炎に戦くなる偵

1如 ;ある｡又TA･ftr臭は冷却 と共に洞炎する｡

5kg/那:QT,W _句は棚 に淡讃白色世で卿 に紫色
の白色噂となL)白【三必 蛇を{粁加する｡而して上方の重
訳に鼓すろ部分は並みl色を塾する.¢!払t･搬 典があ



ろ｡XO:E>_火光ら放牧でLl(凍ItL楽ろので(=< ･YOが

きされにZEIして出来ろことほLt等のEÊ の分解の時で

ものb･である｡ TンJt;Tは事入7-̂^茄及び9トー

生成からTJL･TH ',ケI.ン村の咋狂することは確かであ

る｡規 正))は II-I/'ryポンプ内に糾 すろ火繋t

に依って決めた｡笹Oに東研実にkIL鞍放恥 を払った千辞三
千in_i:学博士及び北Jllt≡理学ni:に

好く疎 鼓します.女 妖り BTtLZlSWJg I)叫R.tZehlo*p-コ1,er(1928).
258D RleSeZ)t*rg ZSら ll.235.

255(Ⅰ9ld);H Rとbcn510rEa SS3,1
5(】9Ce).さlhlSarTZItZ,Vle

llte .llerT) PolZd,2.)26.153(1859),0 GuttmJtZ, ScbleP･tlSpren

pmttel(19CO), 1

22.加一丸 久仲tJJ也之助 n化56,966 (JaP 10Jり･2) AT:I Petttt.E G.bt)e.JS

q CheTnlnLl.,59,日ー 9 (]叫 .3) ,4 >'obbe,F.Atkl･ProLRoさ Sq 56.

2OS(le911.SaTmtJ.V

･tlle=凹 をm.Pot三d S■lp1,126,337(1884ー85､.A hLoble Ph
ll TrlhJ･Roy S

K. Lcndot),205,20.(lnS),200.453(

●9Ob).Ji) ltr萩(.丁欲 火兵学金LtlT,)-42. は7-2)0,又スfta耗'

C存在を持説した｡X'0は地雅tb=奄式を入れると征ちに柑巴となIJ'又 デ7ェLJt,Tty' LL

ナ7ナJt･Tiyの鼻色反応で曲 した｡(C:〈)亡及びHCy は叩 野 市瀞 こガスを血L:て AFC

Hとして臨め又RhdeS法に法りHC>',(Cポ)王の分別定餅 Sk/_, 5)行ってPl者の存在を卯かにした｡




